






 

〔緒言〕 

 PMD 患者に関する電気生理学的アプローチは、そのほとんどが四肢末梢筋に

おけるものであり、咀嚼筋群に対しての報告は少ない。そこで、著者らは PMD

患者の咀嚼機能解明の一部として、咀嚼筋、特に咬筋と側頭筋についてその筋

電図積分値と咬合力との関係について調査し、健康者と比較検討した。 


